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司

資
本
形
成
過
程
の
分
析
さ
貨
幣
需
要

中

谷

貫

緒

言

資
本
形
成
の
問
題
は
奮
き
時
代
よ
り
論
ぜ
ら
れ
た
所
で
あ
る
が
、
今
日
比
於
て
も
山
間
決
し
て
共
白
意
義
を
失
ふ
も
の
で
は
在
い
。

資
本
主
義
褒
建
の
過
程
に
於

τ、
貨
幣
資
本
の
意
味
に
於
け
る
産
業
資
本
叉
は
金
融
費
本
が
如
何
に
し
て
形
成
せ
ら
れ
る
か
と
言
ふ

事
が
、
最
大
白
閥
心
事
で
あ
っ
た
事
は
謂
ふ
迄
も
な
い
が
、
今
自
の
如
き
統
制
経
済
の
時
代
に
於
て
も
、
生
産
構
法
自
縫
革
従
っ
て

経
済
の
構
遁
D
掛
煙
草
が
、
生
産
諸
要
素
の
新
ら
し
き
結
合
換
言
せ
ば
生
産
に
新
ら
し
昔
方
向
を
興
へ
る
と
云
ふ
資
本
の
力
に
倹
つ
所

大
在
る
も
の
が
存
す
る
故
で
あ
る
。

勿
論
資
本
D
概
念
及
び
資
本
形
成
の
意
義
は
一
義
的
に
定
め
ら
る
可
曹
も
の
で
は
た
〈
、
従
っ
て
資
本
形
成
の
過
程
も
亦
種
々
な

る
商
よ
り
迫
っ
て
初
め

τ瑚
解
せ
ら
る
可
き
も
の
で
る
る
。
先
づ
古
典
閥
単
汲
以
来
今
日
に
至
る
詰
倫
葉
要
捌
せ
ら
れ
て
ゐ
る
所
白
、

資
本
を
以
て
物
財
と
解
す
る
立
場
に
従
へ
ば
、
資
本
の
形
成
と
は
直
接
消
費
に
充
首
せ
ら
れ
や
直
接
的
消
費
財
の
生
産
に
用
ひ
ら
る

可
書
物
財
の
形
成
で
あ
る
。
而

L
て
斯
か
る
物
財
が
綿
て
共
の
用
設
に
於
で
フ
レ
ク
シ
プ
ル
友
る
財
白
み
よ
り
成
る
時
に
は
、
共
の

物
財
に
直
接
的
消
費
と
云
ふ
用
途
を
奥
へ
守
し
て
他
の
消
費
財
の
生
産
の
矯
め
に
利
用
す
る
と
云
ふ
用
設
を
奥
へ
た
揚
合
に
、
初
め

で
資
本
が
形
成
せ
ら
れ
た
事
と
在
る
の
で
あ
る
が
、
直
接
的
消
費
財
ム
一
他
の
消
費
財
の
生
産
の
矯
め
に
白
み
用
ひ
ら
る
可
書
財
部
ち

費
本
形
庇
過
程
の
分
析
と
貨
幣
需
要

第
五
十
六
笹

四
八
七

第
五
抗

五



費
本
形
成
過
碑
の
分
析
と
貨
幣
需
要

第
五
十
六
巻

悼
五
都

同
八
八

ー』
ノ、

資
本
財
乃
至
投
資
財
と
O
概
念
の
分
裂
が
明
確
に
在
れ
ば
J

共
鹿
で
ほ
資
本
財
叉
は
投
資
財
の
生
産
が
帥
ち
資
本
の
形
成
正
考
へ
ら

れ
る
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
ジ
孟
ヴ
オ
ン
ス
の
資
本
概
念
に
於
て
見
ら
れ
る
が
如
昔
、
投
資
自
建
設
湖
問
中
持
働
者
を
養
ふ
可
き
生
存

基
本
の
如
き
は
前
者
の
資
本
概
念
に
属
し
、
直
接
的
消
費
は
利
用
し
得
ざ
る
資
本
設
備
及
び
原
材
料
等
は
所
謂
資
本
財
又
は
投
資
財

を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
斯
か
る
意
味
の
資
本
形
成
は
何
に
依
っ
て
行
は
れ
る
か
。
ー
此
れ
を
形
式
的
に
見
れ
ば
、
前
者
忙
於
，

て
は
消
費
者
が
消
費
し
得
可
#
物
財
白
消
費
断
念
に
土
っ
て
費
木
が
形
成
せ
ら
れ
、
後
者
に
於
て
は
、
斯
く
し
て
節
約
せ
ら
れ
た
物
財

を
以
て
費
本
財
又
は
投
資
対
が
生
産
せ
ら
れ
る
か
、
或
は
此
れ
が
資
本
財
叉
は
投
資
財
白
生
産
に
営
る
企
業
家
曲
目
働
者
に
よ
っ
で
消

費
せ
ら
れ
る
揚
合
に
資
本
が
形
成
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
期
か
る
一
聯
の
過
程
は
、
貨
幣
経
済
に
於
て
は
専
ら
所
得
貨
幣
白
貯
蓄
及

び
そ
れ
の
企
業
家
へ
の
貸
付
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
か
、
或
は
信
用
創
遁
に
基
く
所
の
附
加
的
危
る
購
買
力
が
企
業
家
に
貸
興
へ
ら
れ

る
事
に
よ
っ
て
管
ま
れ
る
事
は
謂
ム
迄
も
た
い
。
何
れ
に
せ
土
形
式
的
民
は
、
自
裂
的
に
か
叉
は
非
自
渡
的
に
、
摘
旧
費
者
が
油
旧
費
を

断
念
し
て
筒
約
せ
ら
れ
た
物
財
及
び
未
だ
利
用
せ
ら
れ
ざ
る
資
材
を
以
て
資
本
財
が
生
産
せ
ら
料
る
揚
合
に
、
初
め
て
資
本
の
形
成

が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
資
本
形
成
の
寅
質
的
意
義
は
、
貯
蓄
せ
ら
れ
た
る
物
財
叉
は
未
利
用
の
資
材
を
新
た
た
る
生
産
(
特
に
安

本
財
白
生
産
)
の
矯
め
に
動
員
せ
ん
と
す
る
企
業
家
θ
手
に
委
ね
る
事
、
換
言
せ
ば
生
産
に
新
た
左
る
方
向
を
閥
均
へ
る
献
に
存
ず
る
D

で
あ
る
。

翻
っ
て
資
本
を
貨
幣
的
民
解
す
る
立
揚
に
つ
い
て
見
る
に
、
先
づ
利
子
所
得
の
源
泉
と
し
て
D
資
本
を
考
ふ
る
者
は
言
は
や
も
が

た
、
ヤ
タ
ラ
ウ

F
及
び
共
の
流
れ
を
汲
む
者
は
、
貨
幣
が
共
の
一
般
的
購
買
力
の
故
に
宮
で
あ
り
叉
同
時
忙
利
潤
追
及
の
要
具
た
り

得
る
が
矯
め
に
資
本
な
り
と
考
へ
、
更
に
ハ
i
l
ン
の
如
曹
は
、
貨
幣
創
造
が
分
配
閥
係
の
轡
化
を
通
じ
て
財
の
生
産
増
加
を
賀
ら
す

が
故
に
貨
幣
を
以
て
費
本
た
り
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
貨
幣
の
貯
蓄
叉
は
貨
幣
の
創
浩
そ
の
事
が
資
本
由
形
成
で
な
い
事
は
己
に
明

W. St. Jevons; Theory of Political Economy .2ed. p. 223 
捌稿;費本形成D 過程(組問論議.第五十五巻、静凹抗)。
H. D. Macleod; The Theory and Practice of Bauxing. 6thed. vol. 1. p. .2. 
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ら
か
た
る
所
で
あ
る
。
帥
ち
貯
蓄
せ
ら
れ
又
は
創
造
せ
ら
れ
た
る
貨
幣
が
企
業
一
一
家
の
手
に
輿
へ
ら
れ
る
事
に
よ
っ
て
、
貯
蓄
せ
ら
れ
又
掲

は
遊
休
せ
る
生
産
諸
力
が
新
ら
し
き
方
向
の
生
産
〔
費
本
財
の
生
産
)
に
用
ひ
ら
れ
て
と
そ
初
め
て
安
本
が
形
成
せ
ち
れ
た
と
一
一
日
は
れ
得
前

る
。
従
っ
て
、
今
若
し
貨
幣
そ
の
も
の
を
資
本
と
解
す
る
な
ら
ば
貨
幣
が
貯
蓄
せ
ら
れ
る
廼
程
又
は
貨
幣
白
創
治
せ
ら
れ
る
過
程
そ
欄

の
も
の
が
資
本
形
成
過
程
を
構
成
す
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
偲
令
貨
幣
を
以
て
名
目
資
本
と
解
し
て
も
、
向
共
D
形
成
過
程
を
引

〉

-

ぢ

考
察
す
る
に
首
ヴ
て
は
、
常
に
共
の
裏
付
け
と
し
て
の
貨
物
資
本
の
構
成
が
考
慮
せ
ら
れ
て
居
友
け
れ
ば
な
ら
血
の
で
あ
h
。

一

U巳Q
 

資
本
及
び
資
本
形
成
の
意
義
は
凡
そ
右
の
如
〈
で
あ
る
。
従
勺
て
資
本
形
成
の
過
程
を
理
解
ず
る
鴻
め
忙
は
、
先
づ
賓
物
費
本
白
挽Q

d
 

l

z

 

形
成
過
程
と
名
目
資
本
の
形
成
過
程
と
の
両
国
よ
り
迫
ら
ね
ば
た
ち
自
の
で
あ
る
が
、
更
に
そ
D
分
析
の
矯
め
に
は
、
費
本
財
生
産

da
 

部
内
と
消
費
財
生
産
部
門
及
び
夫
々
の
各
坐
産
段
階
陀
於
て
、
資
本
形
成
に
作
っ
て
共
等
白
犬
き
さ
が
如
何
に
務
化
す
る
か
、
又
モ

Em-K 

の
矯
め
に
は
現
金
通
貨
及
び
成
金
通
貨
等
が
如
何
程
需
要
吐
ら
れ
る
か
等
を
考
察
せ
ね
ば
き
り
血
。
前
者

ι閲
し
て
は
己
に
一
肱
の
帥C

 

概
設
を
試
み
た
る
仇
故
に
法
で
は
専
ら
後
者
の
問
題
ネ
扱
ふ
事
と
す
る
。

md
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u
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M

文

蜘

揃
白

耐

凶
文
稿

R
諭
拙

資
本
財
生
産
過
程
の
分
析

生
産
の
橋
治
は
如
何
様
に
も
詳
細
複
雑
忙
分
析
L
得
ら
れ
や
ろ
が
、
此
れ
を
大
別
す
れ
ば
先
づ
資
本
財
生
産
部
門
と
消
費
財
生
産

部
門
と
に
分
た
る
可
〈
、
更
に
夫
等
各
々
白
生
産
部
門
広
於
て
、
原
料
生
産
段
階
半
成
品
生
産
段
階
及
び
完
成
品
生
産
段
階
等
を
分
つ

事
が
出
来
る
。
縫
っ
て
、
資
本
財
の
生
産
増
加
は
、
先
づ
資
本
財
生
産
部
門
の
原
料
生
産
段
階
に
於
て
扱
張
を
賓
ら
し
、
そ
れ
が
完

成
品
生
昨
段
階
に
於
て
、
帥
ち
こ
っ

D
生
産
期
聞
の
後
に
初
め
て
完
成
資
本
財
B

と
し
て
成
熟
す
る
の
で
あ
る
が
、
現
質
に
は
各
生
産
段

階
に
於
て
業
干
白
ス
ト
ッ
ク
が
存
在
し
て
必
要
注
る
揚
合
に
は
此
れ
が
利
用
せ
ら
れ
得
る
が
故
に
、
資
本
財
の
生
産
増
加
が
行
は
る

費
本
形
成
過
程
の
分
析

ι讃
幣
需
要

樺
五
十
六
巻

四
八
九

樺
五
観

4) 

5) 

七



資
本
形
成
過
程
白
分
析
と
貨
幣
需
要

第
五
十
六
巻

八.

山
九

O

第
五
競

一
熔
比
等
の
各
生
産
段
階
が
同
時
に
生
産
を
摘
張
ず
る
も
D
と
仮
定
す
る
事
が
出
来
る
。
今
期
か
る
前
提
白
下

ι於

て
、
資
本
財
白
生
産
が
繍
張
せ
ら
れ
る
時
に
は
生
産
の
構
遺
特
に
雨
生
産
部
門
の
相
勤
的
閥
係
は
如
何
に
鑓
化
ず
る
か
。

揚
る
合
に
は

若
し
網
ゆ
る
奥
件
が
不
餐
で
あ
り
、
而
も
総
て
の
生
産
要
素
が
完
全
に
才
プ
テ
千
7

L

H

に
利
用
せ
ら
れ
で
ゐ
る
と
仮
定
f
れ
ぽ
、
印

ち
静
態
を
俄
定
す
る
な
ら
ば
、
共
鹿
で
は
新
ら
し
き
資
町
本
財
の
生
産
増
加
延
い
て
は
資
本
D
形
成
と
云
よ
事
も
行
は
れ
得
る
徐
地
が

た
い
。
資
本
白
形
成
は
、
何
ら
が
白
地
巾
に
よ
っ
て
資
本
財
需
要
と
消
費
財
需
要
と
の
相
針
的
関
係
が
鑓
化
し
、
北
九
の
結
果
、

に
は
資
本
財
白
生
産
増
加
と
他
方
に
は
自
抽
出
的
又
は
非
自
務
的
危
る
消
費
節
約
ム
」
が
相
針
的
に
誼
際
ず
る
事
に
よ
っ
て
貸
現
せ
ら
れ

る
も
の
で
あ
っ
て
、
有
し
く
も
資
本
白
形
成
を
論
宇
る
限
り
、
民
D
意
味
白
完
全
雇
傭
を
前
提
ず
る
事
は
無
意
義
で
あ
る
。
斯
く
て
今

ザ
イ
デ

J
h
o
設
例
に
依
り
つ
つ
、
資
本
財
生
庭
部
門
及
ぴ
和
費
財
生
産
部
門
に
於
け
る
生
産
段
階
を
一
際
一
段
階
と
考
へ
、
又
共
の
生

産
期
間
が
等
し
〈
、
更
に
投
下
費
用
白
増
加
に
件
ふ
生
産
及
び
雇
傭
白
増
大
が
あ
る
場
合
忙
、
楓
所
得
単
位
と
綿
肱
傭
草
位
と
が
等

し
い
と
恨
定
す
れ
ば
、
資
本
財
の
生
産
増
加
は
雨
生
産
部
門
に
於
て
失
の
如
昔
相
針
的
援
化
を
賓
ら
ず
で
あ
ら
う
。
郎
ち
先
づ
、
静

止
的
た
流
通
経
済
よ
り
山
殺
し
、
共
底
で
は
、
資
本
財
生
直
服
部
門
は
資
本
設
備
の
矯
め
に
三
一
」

O
草
位
の
費
用
を
投
じ
曲
目
貨
と
し
て

一
四

O
草
位
白
費
用
を
投
下
し
て
三
六

O
皐
位
の
資
本
財
を
生
産
し
、
消
費
財
生
産
部
門
に
於
T
一
は
資
本
設
備
に
一
四

O
草
枕
弊
賃

と
し
て
一
六

O
単
位
白
費
用
主
投
下
し
て
三

O
O単
位
白
消
費
財

E
生
産
す
る
と
す
る
。
而
し
て
生
産
さ
れ
た
る
三
六

O
単
位
の
資

本
財
中
、
二
二

O
草
位
は
弐
白
生
産
期
聞
に
資
本
則
生
産
部
門
に
於
て
再
び
資
本
設
備
と
し
て
用
ひ
ち
れ
、
曲
閣
僚
の
一
四

O
車
位
は

消
費
財
一
四

O
単
位
と
交
換
せ
ら
れ
て
資
本
財
生
産
部
門
の
持
働
者
に
よ
っ
て
消
費
せ
ら
れ
る
。
又
消
費
財
の
生
産
-
高
一
一
一

O
O単
位

の
中
、
↑
四

O
阜
位
は
右
の
如
く
に
一
四
。
早
位
の
資
本
財
と
交
換
せ
ら
れ
て
次
の
生
産
期
聞
に
於
け
る
消
費
財
生
産
部
門
の
資
本

設
備
と
友
る
が
、
残
徐
の
一
六

O
単
位
は
消
費
財
生
産
部
門
の
持
働
者
に
よ
っ
で
消
費
せ
ら
れ
る
。
印
ち
此
虚
で
は
、
一
二
六

O
草
枕
の 方

H. Seidel; Z町"Theorieder Kapitalbildung， Ja.hrbuche，r fUr Nationalokono司

mie l1nd Stati.'ltik. Hd， 149 Heft 4， S. 419)~ 

、
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資
本
財
と
三

C
O単
位
の
消
費
財
と
が
各
生
産
期
間
に
再
生
産
せ
ら
れ
、
一
ニ

O
O車
位
の
雇
傭
と
同
じ
く
三

O
O翠
位
の
所
得
と
が

維
持
せ
ら
れ
て
ゐ
丘
の
で
あ
る
。
然
る
に
今
、
所
得
綿
額
の
二
割
に
営
る
六

O
翠
位
の
消
費
節
約
が
行
は
れ
た
た
ら
ぽ
、
資
本
財
及
び

消
費
財
の
雨
生
産
部
門
に
於
け
る
債
値
構
成
は
如
何
に
鑓
化
す
可
き
で
あ
る
か
。
調
ム
迄
も
無
く
、
六

O
翠
位
。
消
費
節
約
は
共
れ

だ
け
消
費
財
の
需
要
を
減
少
し
委
本
財
の
需
要
を
増
加
せ
し
め
る
事
と
在
る
の
で
あ
る
が
、
生
産
構
造
が
斯
h
る
需
要
の
同
盟
化
に
趨

隠
す
る
矯
め
に
は
、
資
本
財
及
び
持
働
力
の
一
部
が
消
費
財
生
産
部
門
よ
り
資
本
財
生
寄
部
門
へ
博
則
せ
ら
れ
一
ね
ば
な
ら
ぬ
。
同
し

て
資
本
財
及
び
持
働
力
の
般
車
枕
が
移
柑
押
せ
ら
る
可
き
か
と
云
ふ
事
は
、
雨
生
産
部
門
に
於
け
る
資
本
集
約
度
及
び
移
樽
に
作
ふ
摩

擦
等
を
考
慮
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
が
、
今
偲
り
忙
此
等
の
賄
を
無
制
附
す
れ
ば
、
生
産
物
た
る
消
費
財
の
需
要
し
諜
さ
れ
る
矯
め
に
は
、
四

O

車
位
の
持
働
力
と
二

O
単
位
の
資
本
財
と
が
消
費
財
生
産
万
部
門
上
り
資
本
財
生
産
部
門
へ
移
仰
せ
ら
れ
る
事
が
望
ま
し
い
。
帥
ち
資

二
四

O
車
位
の
資
本
設
備
費
用
正
二
八

O
翠
位
の
持
賃
費
用
と
を
以
て
阿
二

O
車
位
の
資
本
財
を
生
産
し
、

本
財
生
産
部
門
は
、

消
費
財
生
産
部
門
は
、
各
一
二

O
草
位
白
費
本
設
備
費
用
及
び
持
賃
費
用
を
以
て
三
回

O
草
位
の
消
費
財
を
生
廃
す
る
事
と
怠
る
の

で
あ
る
が
、
今
生
産
せ
ら
れ
た
る
資
本
財
四
二

O
単
位
の
中
で
、
資
本
財
生
産
部
門
に
於
て
再
生
産
に
用
ひ
ら
る
る
も
の
一
一
四

O
車
位

と
消
費
財
生
産
部
門
に
於
て
再
生
産
忙
用
ひ
ら
れ
る
一
二

C
車
位
と
を
差
引
け
ば
Jハ
O
現
位
の
新
資
本
財
が
残
存
す
る
。
而
し
て
、

所
得
白
二
割
が
貯
蓄
せ
ら
れ
八
割
が
消
費
に
充
常
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
か
ら
、
消
費
財
生
産
高
一
一
四
O
草
伎
は
、
資
本
財
生
産
部
門

の
所
得
一
八

O
草
位
の
八
割
に
営
る
一
四
四
車
位
と
消
費
財
生
産
部
門
の
所
得
二
一

O
単
位
の
八
割
に
蛍
る
九
六
車
位
と
を
以
て
需

要
せ
ら
れ
、
新
資
本
財
六

O
車
位
は
、
資
本
財
生
産
部
門
の
所
得
の
二
割
た
る
三
六
車
位
と
消
費
財
生
産
部
門
の
所
得
の
二
割
た
る

こ
四
単
位
・
ど
よ
り
成
る
貯
蓄
六

O
単
位
を
以
て
、
購
入
せ
ら
れ
る
事
と
た
る
の
で
あ
る
。
卸
ゆ
り
六

O
単
位
の
貯
蓄
が
行
は
れ
ざ
る
揚

舎
と
そ
れ
の
行
は
る
る
揚
合
と
に
於
け
る
、
雨
生
産
部
門
の
慣
値
構
成
は
吠
の
如
く
に
在
る
。

資
本
形
成
過
程
の
骨
析
と
貨
幣
需
要

部
五
十
六
巻

RLJ 
ブL

静
五
蝉

九



資
本
形
底
過
程
的
分
析
と
貨
幣
需
要

第
五
十
六
巻

回

九

静
五
親

O 

同
抗
野
岬
邸
内
町
印
刷
出
品
…
耳
目
閥
的
州
一
件
路
線
一
川
一
白
河
川
琳
ハ
0
3
5
u
m
h
m
齢
、
砂
酬
酬
明
醐
耳

一
時
一
明
H
一
回
一
制
一
川
山
日
目
。
而
も
資
本
財
の

生
産
せ
ら

7

れ
た
る
の
み
で
は
未
だ
雇
傭
量
及
び
所
得
総
額
忙
鐙
動
を
来
苫
た
い
草
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

各
生然
産ら
期ぽ
間号た
に、に

控肘
ー」加
u ~2J 
問 L

I主主
の出

貯主

要Z
ぴ V
部資

撃事
高空

軍室
生謹
ごに

~ 'f詳
子♀
品 E
と下;
のよ工

前:ヱ「
提 !z
1品

事官
て る

夏管
t亡 7二
簡刀、

鷲
皐

ちの
鶏さ

れ
め 句
kζ 二子
i肯刃;

語そ

産
し
、
消
費
財
生
産
部
門
が
一
六

O
車
位
の
資
本
設
備
費
用
と
一
四
Q
単
位
の
持
賃
費
用
と
を
以
て
=
一

O
O皐
位
の
消
費
財
を
生
産

す
る
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
所
得
締
額
三
六

O
単
位
に
針

J

し
て
三

O
O単
位
の
消
費
財
が
供
給
せ
ら
れ
る
が
被
忙
六

O
車
位
の
貯
蓄

が
成
立
し
、
同
時

ι、
岡
生
産
部
門
に
於
け
る
再
生
産
の
矯
め
の
資
本
設
備
費
用
の
合
計
阿
二

O
単
位
比
掛
し
て
四
八

O
車
位
泊
費

本
財
が
成
立
せ
る
が
故
に
、
新
資
本
財
と
し
て
六

O
車
位
が
形
成
せ
ら
れ
売
事
と
左
品
。
印
ち
雨
生
産
部
門
の
債
値
構
成
は

誠
一
軒
耳
鵠
純
一
件
一
時
一
榊
刊
誌
と
た
る
可
え
同
様
に
し
て
共
の
吉
生
産
期
聞
に
は
献
謡
担
山
田
一
樹
H
鵠

総

刊

誌

と
た
る
の
で
あ
る
。

、

生
産
部
門
及
び
資
本
財
生
産
部
門
に
於
け
る
資
本
集
約
度
に
闘
す
る
技
術
的
制
限
を
無
頑
ず
る
友
ら
ぽ
、
先
づ
六

O
車
位
の
新
投
資

財
は
、
共
の
三
分
の
一
に
蛍
る
一
一

O
皐
位
が
資
本
財
生
産
部
門
の
資
本
設
備
に
加
へ
ら
れ
、
其
の
=
一
分
白
二
に
首
る
四

O
単
位
が
消

費
財
生
産
部
門
の
資
本
設
備
に
加
へ
ら
れ
る
と
仮
定
せ
ら
れ
ね
ば
友

ιぬ
。
而
も
資
本
設
備
の
掠
張
は
自
ら
口
胆
傭
白
増
加
を
作
品
可

き
が
故

ι、
今
六

O
皐
佐
白
新
投
資
財
が
附
加
せ
ら
れ
る
在
ら
ぽ
、
雇
傭
量
及
び
所
得
総
額
も
亦
六

O
車
位
増
加
せ
酔
ば
た
ち
由
。

斯
〈
て
、
資
本
財
生
産
部
門
が
一
一
六

O
車
位
の
資
本
設
備
費
用
と
一
二
一

O
車
位
の
融
界
食
費
用
と
を
以
で
四
八
O
単
位
の
費
本
財
を
生

以
上
位
分
析
に
よ
ヲ
て
明
ら
か
取
る
が
如
く
、
資
本
の
形
成
は
一
一
聞
に
於
て
貯
蓄
の
形
成
と
他
商
に
於
て
新
資
本
射
の
生
産
と
を

以
て
初
ま
る
も
の
で
あ
る
が
、
貯
蓄
が
形
成
せ
ら
れ
新
資
本
財
が
生
産
せ
ら
れ
た
る
の
み
で
は
未
だ
雇
傭
量
及
ぴ
所
得
綿
額
に
影
響



を
奥
ふ
る
も
り
で
は
な
く
、
新
資
本
叫
加
が
生
産
遁
程
に
投
入
せ
ら
れ
利
用
せ
ら
れ
る
過
程
に
至
っ
て
初
め
て
雇
傭
量
及
び
所
得
綿
鶴

を
増
加
せ
し
め
る
事
と
た
る
。
而
も
貯
蓄
高
及
び
新
由
貿
本
財
の
生
産
高
が
、
前
惑
の
如
〈
陀
各
生
産
期
聞
に
於
て
一
定
車
位
の
も
の

と
せ
や
生
産
規
模
の
瞭
張
に
伴
う
て
増
大
す
る
も
の
止
仮
定
す
る
た
ら
ぽ
、
雇
傭
量
及
び
所
得
納
額
D
増
加
は
右
の
分
析

ι於
け
る

よ
り
も
活
か
に
大
と
た
る
可
き
で
あ
る
。
唯
注
意
す
可
茸
事
は
、
サ
唱
で
は
生
産
要
素
白
阿
詮
鴇
換
に
際
し
て
摩
擦
左
き
も
の
と
偲
定

Z
 

eu s
 

可
く
、
殊
に
消
費
財
生
産
部
門
に
於
て
は
資
本
設
備
の
減
耗
を
補
償
f
可
昔
欲
求
も
起
り
得
中
、
従
っ
て
資
本
財
の
生
産
増
加
剖
ち
旬

資
本
の
形
成
主
阻
害
す
る
正
考
べ
ら
れ
る
か
も
知
れ
曲
。
然
し
乍
ら
貯
蓄
に
よ
っ
て
形
成
せ
ち
れ
る
所
の
新
資
本
財
が
、
雇
傭
の
増
、
前c

 
o
 

n
 

m
 

F
 

T
 

n
 

M
 

G
 

し
た
の
で
あ
る
が
、
此
白
前
提
を
除
去
す
る
時
に
は
一
時
的
た
る
生
産
縮
少
及
び
雇
備
の
減
少
が
生
十
可
吉
事
は
謂
ふ
迄
も
た
い
。

叉
此
れ
と
関
聯
し
て
、
貯
蓄
の
増
加
消
費
の
縮
小
は
、
仮
令
投
資
の
矯
め
の
資
金
を
増
大
す
る
と
し
て
も
投
資
へ
の
刺
戟
主
減
退
す

加
を
伴
っ
て
生
産
の
撰
張
に
利
用
せ
ら
れ
得
る
左
抽
出
想
せ
ら
れ
る
限
り
、
右
の
如
き
資
本
形
成
の
阻
害
比
「
草
た
る
把
憂
に
過
ぎ
ざ
る

も
の
と
考
へ
ら
る
可
く
、
資
本
財
需
要
は
時
間
的
に
一
時
遅
れ
る
に
過
ぎ
一
な
い
白
で
あ
る
。

向
右
の
分
析
に
於
て
は
、
資
本
財
生
産
部
門
及
び
消
費
財
生
産
部
門
に
於
て
生
産
段
階
が
一
つ
正
限
定
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

貨
は
雨
生
産
部
門
に
於
て
数
多
の
生
産
段
階
が
存
ず
る
故
に
、
例
へ
ば
六

O
単
位
の
貯
蓄
が
行
は
れ
た
と
し
て
も
そ
れ
が
直
ち
に
六

O
皐
位
の
資
本
財
を
形
成
せ
し
め
る
も
の
で
は
た
く
、
資
本
財
生
産
部
門
広
於
け
る
生
産
段
階
教
に
臆
守
る
だ
け
後
四
生
産
期
聞
に

於
て
、
初
め
て
新
資
本
財
と
し
て
利
用
せ
ら
れ
得
る
扶
態
忙
到
達
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
今
、

資
本
財
生
産
部
門
が
原
料
生
産

半
成
品
生
産
及
び
完
成
資
本
財
生
産
の
三
段
階
よ
り
球
る
も
の
と
す
れ
ば
、
例
へ
ば
資
本
財
生
産
部
門
の
償
値
構
成
主
回
き
(
雌
)
+

と
す
る
事
は
訣
れ
る
表
現
で
あ
つ
で
、
買
寅
に
は
次
の
如
〈
に
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
血
。
帥
ち
原
料
生
産
段
階
に

於
て
は
一

0
0皐
位
の
資
本
設
備
費
用
と
五

O
車
位
の
努
賃
費
用
と
が
投
下
せ
ら
れ
、
宇
製
品
生
産
段
階
に
於
て
は
一
r
O
O草
位
の

5

C

(
鴇
了
H

山

H
U
C

資
本
形
成
過
程
白
分
析
と
貨
幣
需
要

第
一
九
千
六
巻

E日
九

第
五
肱

7) 



璃
立
中
形
成
過
程
の
分
析
と
貨
幣
需
要

同
九
凶

帯
五
抗

部
五
十
六
巻

資
本
設
備
究
用
、
五

O
単
位
白
原
料
費
用
及
び
五

O
車
位
の
持
賃
費
用
が
投
下
せ
ら
れ
、
而
し
、
て
最
後
に
、
完
成
資
本
財
生
産
段
階

に
於
て
ば
、

一
O
O単
位
の
資
本
設
備
費
用
、

一
O
O単
位
の
半
製
品
費
用
及
び
五

O
車
位
の
持
賃
費
用
が
投
下
せ
ら
れ
る
と
考
へ

ね
ば
泣
ら
む
の
で
あ
る
。
故
に
例
へ
出
、
=
一

O
車
位
の
貯
蓄
に
よ
っ
て
三

O
単
位
の
曲
目
働
力
が
消
費
財
生
産
部
門
よ
り
資
本
財
生
産

部
門
に
移
苫
れ
る
と
云
ふ
事
は
、
資
は
次
の
如
き
事
情
を
示
じ
て
ゐ
る
。
邸
ち
第
一
期
比
は
、

一
O
車
位
の
貯
蓄
に
よ
っ
て
委
本
財

生
産
部
門
の
原
料
生
産
段
階

ι
一
O
単
位
の
持
働
が
移
り
、
第
二
期
に
は
更
に
一

O
車
位
の
貯
蓄
に
基
い
て
半
製
品
生
産
段
階
に
も

一
O
車
位
の
冊
目
働
が
移
さ
れ
、
第
=
一
期
に
至
っ
て
漸
く
一

O
寧
位
の
貯
蓄
か
完
成
資
本
財
生
産
段
階
に
も
一

O
車
位
の
持
慨
を
移
す

事
と
た
る
。
換
言
せ
ば
士
一

O
阜
位
の
貯
蓄
に
よ
る
=
一

O
草
位
の
資
本
財
の
形
成
は
‘
貨
は
三
期
間
遅
れ
て
初
め
て
賓
現
す
る
の
で
あ

る
。
又
生
産
せ
ら
れ
た
る
新
資
本
財
が
資
本
財
生
産
部
門
叉
比
消
費
財
生
産
部

mk於
て
生
産
に
利
用
せ
ら
れ
る
揚
合
に
も
、
此
の

前
提
の
下
に
於
て
は
二
一
期
間
怒
れ
て
初
あ
て
申
丸
、
全
に
利
用
せ
ら
れ
得
る
欣
態
に
迭
す
可
き
事
は
謂
ふ
迄
も
注
く
、
若
し
貯
替
及
び
首

該
資
本
財
生
産
の
最
初
の
段
階
よ
り
数
へ
る
左
ら
ば
、
共
の
完
全
な
る
作
用
は
六
期
間
後
に
初
め
て
賓
現
せ
ら
れ
石
の
で
あ
ゐ
。

以
上
は
所
謂
自
護
的
貯
蓄
に
基
〈
資
本
財
の
生
産
過
程
を
分
析
し
た
の
で
あ
る
が
、
資
本
財
白
生
産
従
っ
て
資
本
の
形
成
は
、
費

一
定
単
位
白
新
資
本
財
需
要
が
起
っ
た
揚
合

本
財
に
針
す
る
需
要
増
加
の
面
上
り
も
観
察
せ
ら
仇
ね
ぽ
た
ら
な
い
。
故
に
突
に
は
、

に
、
そ
れ
が
如
何
た
る
過
程
に
於
て
充
足
せ
ら
れ
る
か
を
考
察
す
る
事
と
す
る
。

'::1 -
資
本
財
需
要
増
加
と
共
の
充
足
過
程

資
本
の
形
成
が
資
本
財
に
封
ず
る
需
要
増
加
上
り
初
ま
る
の
は
、
所
謂
信
用
創
遣
に
よ
る
資
本
形
成
過
程
叉
は
非
自
護
的
節
約
に

よ
る
資
本
形
成
過
程
に
該
蛍
す
る
。
而
し
て
、
企
業
家
に
輿
へ
ら
れ
た
る
附
加
的
信
用
が
費
本
財
に
封
す
る
需
要
増
加
と
た
り
、
そ

H. Seidel; a. a. O. S. 430， ders; a. a目 O.(Furtset叩 ng，Jahrb. f. Nationalo 
11. Stat. Band 149，孟left5， SS. 513-516. 
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れ
が
資
l

不
財
悦
格
延
い
て
は
一
般
物
倒
水
準
を
高
め
る
事
に
工
っ
て
非
自
設
的
節
約
な
る
現
象
が
生
起
し
‘
以
て
資
本
財
生
産
部
門

が
消
費
財
生
療
部
門
に
到
し
て
相
封
的
に
棋
大
す
可
き
事
は
己
に
周
知
の
事
柄
で
あ
る
。
殊
に
斯
か
る
意
味
で
の
資
本
形
成
過
程
は
‘

貨
物
資
本
に
つ
い
て
も
名
目
資
本
陀
闘
し
セ
も
特
て
舷
の
考
察
を
加
へ
た
る
が
故

ι、
訟
で
は
先
ず
、
一
定
草
枕
の
新
資
本
財
需

要
が
起
つ
弁
揚
合
に
生
庵
過
程
が
北
ハ
の
充
足
忙
越
感
す
る
た
ら
ぱ
、
資
本
財
生
産
部
門
と
消
費
財
生
時
部
門
と
の
相
剖
的
大
さ
が
、
如

何
紅
毛
割
合
に
た
る
可
き
か
を
考
察
す
る
事
と
す
る
。

先
づ
、
期
か
る
怠
味
の
資
本
形
成
過
程
が
立
誌
を
持
ち
得
る
の
は
、
買
の
意
味
で
の
完
全
腔
備
の
揚
合
で
は
た
く
、
不
完
益
田
牒
怖

の
終
怖
で
あ
っ
て
、
北
烏
で
は
遊
休
生
産
一
堂
素
特
忙
失
業
が
存
す
る
と
共
に
、
所
得
の
一
部
が
消
費
せ
ら
れ
一
部
が
貯
蓄
せ
ら
れ
る

も
の
と
前
提
せ
心
ば
た
ら
ぬ
。
而
し
て
認
で
も
亦
、
資
本
財
生
産
部
門
と
消
費
財
生
産
部
門
と
の
相
封
的
大
さ
を
激
的
に
表
現
す
る

潟
め
に
、
ザ
イ
一
ア
ル
に
従
〆
つ

f

ザ
リ
前
節
に
於
け
る
と
同
様
の
前
提
の
下
に
山
川
護
す
ふ
事
と
す
る
ロ
今
六

O
車
伎
の
新
資
者
財
に
劃
す
る

需
要
が
起
る
と
す
れ
ば
、
共
れ
忙
舷
や
る
だ
け
の
信
用
例
浩
及
び
資
本
財
生
産
部
門
へ
の
持
働
力
の
阿
加
が
先
づ
考
へ
ら
れ
ね
ば
左

ら
ぬ
が
、
此
の
際
各
所
得
者
が
所
得
の
六
分
の
一
を
貯
蓄
す
る
と
せ
ば
、
突
の
如
き
雨
生
産
部
門
の
相
針
的
大
さ
が
一
際
考
へ
ら
れ
る

で
あ
ら
う
。
帥
ち
先
づ
資
本
財
生
庄
部
門
は
八

O
車
位
の
資
本
設
備
費

m
L六
O
車
位
の
持
賃
費
用
と
を
以
て
新
資
本
財
を
生
産
し
‘

消
費
財
生
時
p

部
門
は
阿

O
市
伏
の
資
本
設
備
費
用
と
六

O
車
位
の
持
賃
費
用
と
を
以
て
消
資
財

E
生
原
ず
る
。
然
る
時
に
は
、
所
得

綿
額
は
岡
山
モ
作
郎
町
に
於
で
一
二

O
単
位
、
消
費
財
の
生
産
高
は
一

C
O車
位
な
る
事
が
自
ら
知
ら
れ
得
る
。
今
偲
定
に
よ
り
、
所

得
の
六
分
の
一
郎
ち
一
一

O
取
位
が
貯
者
せ
ら
れ
る
が
故
に
、
所
得
者
の
消
費
財
需
要
は
過
不
足
注
く
充
足
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

資
本
財
生
産
高
一
四

O
車
位
の
巾
一
二

O
単
位
は
桐
生
産
部
門
に
於
て
再
生
産
の
矯
め
に
差
引
か
れ
る
が
故
に
、
残
徐
の
新
資
本
財

一一

O
単
位
が
貯
蓄
二

O
草
位
に
よ
っ
て
貼
入
せ
ら
れ
得
る
の
み
で
あ
る
。
帥
ち
六

O
串
位
の
新
資
本
財
需
要
は
、
二

O
車
位
の
み
が

充
足
せ
ら
れ
て
問
。
睦
位
は
充
足
せ
ら
れ
や
、
或
は
債
格
騰
貴
に
よ
っ
て
名
目
的
に
の
み
充
足
す
る
か
、
又
は
両
生
産
部
門
に
長
け

資
本
形
成
過
碑
白
分
析
ξ

貨
幣
需
要

阿
九
五

第
五
鵠

第
五
十
六
巻

拙稿，前掲論文。
11. SeideL; a. a. O. SS. 434， 236.、9) 
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費
本
形
成
過
程
。
分
析
と
貨
幣
需
要

第
五
十
六
巻

第
五
蹴

四
九
六

= 
回

る
再
生
産
の
矯
め
の
資
本
設
備
を
割
愛
す
る
か
、
更
に
は
過
去
の
ス
ト
ッ
ク
に
碩
る
の
他
は
た
い
。
而
も
斯
か
る
方
法
は
今
の
一
揚
合

に
討
さ
れ
得
た
い
と
考
へ
ね
ば
た
ら
也
故
に
、
前
述
の
如
雪
雨
生
産
部
門
の
大
昔
さ
が
不
酋
と
せ
ら
れ
る
た
ら
ば
、
此
れ
を
如
何
程
に

横
大
す
可
き
で
あ
る
か
。
右
の
如
昔
雨
生
産
部
門
の
規
模
に
於
て
二

O
車
位
だ
け
の
新
資
本
財
需
要
が
充
足
せ
ら
れ
る
の
な
ら
郎
、

六
O
車
位
の
新
資
本
財
需
要
が
充
足
せ
ら
れ
る
矯
め
に
は
、
雨
生
産
部
門
り
規
棋
が
右
の
三
倍
に
蛾
大
せ
ら
る
可
昔
事
は
自
ら
明
ら

か
で
あ
ら
ろ
。
卸
ち
資
本
財
生
産
部
門
は
一
一
四

O
草
枕
の
資
本
設
備
費
用
と
」
八

O
単
位
白
勢
貸
費
用
と
を
以
て
資
本
財
を
生
産
し
、

消
費
財
生
産
部
門
は

戸
二

O
単
位
心
資
本
誌
備
費
加
及
び
一
八

O
車
位
白
弊
貸
費
用
と
を
以
て
消
費
財
を
生
産
す
れ
ば
よ
い
の
で

あ
っ
て
、
簡
単
に
記
せ
ば
間
町
田
輔
自
問
中
純
一
比
四
一
鴨
川
鵠
L

と
た
る
で
あ
ら
う
。
蓋
し
、
此
庭
で
は
、
所
得
総
額
三
六

O
車
位

中
六
分
の
一
に
計
る
六

O
単
位
が
貯
蓄
せ
ら
れ
三

O
O皐
位
が
消
費
に
向
け
ら
れ
る
に
到
し
て
、

消
費
財
生
産
高
は
一
ニ

O
O車
位

で
あ
り
、
受
本
財
生
産
高
間
二

O
単
位
中
間
生
産
一
部
門
に
長
け
る
再
生
産
に
必
要
左
右
三
六

O
車
位
E
控
除
す
れ
ば
、
六

O
草
枕
新

の
資
本
財
が
成
立
す
る
が
故
で
あ
る
。

棚
削
っ
て
ケ
イ
y
ズ
に
従
へ
ば
、
資
本
の
限
界
救
率
と
利
子
卒
と
の
闘
係
よ
り
投
資
量
が
規
定
せ
ら
れ
る
が
、
投
奈
の
増
加
は
雇
傭

の
増
加
を
経
て
棉
所
得
制
を
増
加
せ
し
め
る
と
共
に
、
増
加
所
得
額
白
二
疋
割
合
は
限
界
消
費
性
向
に
従
っ
て
直
接
消
費
に
充
常
せ

ら
れ
、
共
の
一
残
僚
が
貯
帯
資
本
と
友
る
。
而
も
其
の
乗
数
迎
論
に
従
へ
ば
二
定
量
の
新
投
資
は
結
局
貯
蕎
率
分
の
一
に
営
る
線
所
得

を
形
成
せ

L
め
る
が
故
に
、
此
白
貯
蓄
率
に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
る
貯
蓄
資
本
は
、
共
の
期
間
K
生
産
せ
ら
れ
る
投
資
財
の
債
値
と

等
し
い
事
と
た
る
。
今
此
れ
だ
け
の
前
提
よ
り
前
遁
の
如
昔
前
生
産
部
門
の
規
模
を
刷
み
る
に
、
六

O
同
単
位
の
新
資
本
財
詩
嬰
を
充

足
す
呂
矯
め
に
、
貯
蓄
率
が
増
加
所
得
額
の
六
八
万
四
一
と
す
れ
ば
、
一
ニ
六

O
車
位
の
総
所
得
額
従
う
て
線
開
脂
傭
量
を
必
要
と
す
る
事

は
、
杢
〈
此
の
乗
数
理
論
に
遡
合
せ
る
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。
而
も
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
‘
投
資
の
増
加
に
伴
ふ
雇
傭
量
及
が
所
得

額
の
増
加
は
、
貯
蓄
安
本
の
債
値
が
生
産
せ
ら
れ
た
る
新
投
資
財
の
債
値
と
等
し
く
な
る
迄
繕
績
し
、
北
ハ
虚
に
至
っ
て
均
衡
に
到
達

J. ~. Keynes; The General Theory of Employment， Jnterest and Money， 
1936 
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ず
る
ξ
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
出
措
ら
ば
右
の
知
昔
、
六

O
車
位
の
貯
蓄
が
六

O
単
位
の
新
資
本
別
と
樹
立
す
可
青
同
生
産

部
門
の
規
模
に
於
て
、
最
早
や
均
衡
朕
態
に
到
達
し
た
と
考
へ
ら
る
可
き
で
あ
ら
う
か
。
ケ
イ

y
ズ
に
よ
っ
て
も
、
所
得
総
額
の
増
大

に
伴
っ
て
消
費
性
向
の
縮
小
す
可
雪
事
が
認
め
ら
れ
、
従
っ
て
履
傭
の
増
加
K
件
ふ
企
業
の
牧
入
増
加
は
そ
の
費
川
増
加
よ
り
も
少

〈
た
り
行
く
の
で
あ
る
が
、
今
君
し
共
庭
に
生
や
る
損
失
が
他
の
企
業
に
於
け
る
利
潤
と
相
殺
せ
ら
れ
る
事
に
上
っ
て
.
均
術
が
維
持

せ
ら
れ
る
と
考
へ
る
友
ら
ば
そ
れ
は
無
意
義
で
あ
る
。
今
日
の
均
衡
を
維
持
す
る
が
矯
め
忙
明
日
は
よ
り
多
く
の
投
資
が
た
さ
れ
か

ば
た
ら
ぬ
と
同
様
に
、
六

O
単
位
の
新
資
本
財
が
形
成
せ
ら
れ
そ
れ
が
生
産
過
程
に
投
入
せ
ら
札
る
と
共
に
、
更
に
よ
り
多
く
の
車

位
の
資
本
財
が
需
要
せ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
で
、
斯
か
る
新
資
本
財
の
生
産
及
ぴ
利
用
過
程
は
無
限
に
摘
大
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

四

資
本
形
成
と
貨
幣
需
要

¥ 

問
委
的
府
首
及
び
非
自
設
的
貯
蓄
に
遡
臨
し
た
る
資
本
財
の
生
産
及
び
利
用
の
過
程
は
月
そ
右
の
如
く
で
あ
る
。
今
資
本
主
名
目

的
に
併
し
、
貨
幣
を
以
て
費
本
ー
と
見
る
時
に
は
、
資
木
の
形
成
と
貨
幣
需
要
と
は
同
一
の
事
柄

E
意
味
す
る
事
と
在
る
が
、
貨
幣
そ

の
も
白
を
資
本
、
と
見
ざ
る
限
り
、
資
本
形
成
の
過
棋
を
考
察
す
る
矯
め
に
は
、
そ
れ
と
貨
幣
需
要
と
の
閥
聯
を
検
討
す
る
事
が
必
要

と
必
る
。
而
し
て
資
本
の
形
成
と
そ
れ
に
必
要
怒
る
貨
幣
数
量
と
の
闘
係
は
、
中
立
貨
幣
理
論
白
主
要
友
る
課
題
主
左
す
も
の
で
あ

っ
て
、
ケ
イ
ン
ズ
も
亦
利
子
率
決
定
の
一
要
因
と
し
て
詳
細
投
与
研
究
を
試
み
て
ゐ
る
。
故
忙
絃
で
は
、
先
づ
前
泌
の
資
本
財
の
生

産
及
び
利
用
過
程
に
邸
舷
し
て
、
如
何
在
る
貨
幣
が
如
何
に
流
通
す
る
か
を
見
る
事
と
し
た
い
白
で
あ
る
。

今
資
本
対
生
産
部
吋
及
び
消
費
財
生
産
部
門
に
於
け
る
生
産
段
階
を
考
慮
せ
ざ
る
時
は
、
問
題
は
比
較
的
簡
取
で
る
っ
て
、
事
情

は
次
白
如
く
な
る
で
あ
ら
可
。
印
ち
例
へ
ば
、
資
l

本
形
成
以
前
わ
生
産
過
程
制
州
日
時
四
一
凶
綿
一
刊
一
一
一
一
山
町
一
に
於
て
は
、
先
づ
所
得

総
額
た
る
三

O
O単
位
の
現
金
が
消
費
財
生
産
部
門
の
一
企
業
家
に
入
り
、
伎
は
そ
れ
主
銀
行
に
預
入
れ
る
と
共
に
、
一
四

O
車
位
の

資
本
形
成
過
程
白
分
析
と
貨
幣
需
要

第
五
十
六
巻

四
九
七

第
五
班

五

中山伊知郎編，ケインズ一般理論解説.凡四一八五頁。
制着，新金融理論、第二錦、骨二章。
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資
本
形
成
過
程
の
分
析
と
貨
幣
需
要

第
五
十
六
巻

問
九
八

第
五
披

プ之

資
本
設
備
更
新
の
潟
め
に
狽
余
通
貨
一
四

O
単
位
を
資
本
財
生
原
企
業
に
ト
止
排
ム
。
従
っ
て
、
資
本
財
生
産
企
業
に
於
け
る
一
問
。

早
位
と
消
費
財

b
J
d企
業
に
残
れ
る
一
六

O
京
位
と
の
合
社
た
る
、
一
日
一

C
O単
位
の
間
金
通
貨
に
針
し
て
二
一

O
O皐
位
の
現
金
通
貨

が
銀
行
に
刈
入
れ
ら
れ
た
事
と
た
る
。
叉
現
金
通
貨
に
よ
る
取
引
舗
は
一
二

0
0単
位
、

で
あ
る
が
、
生
売
矧
-
聞
と
所
得
期
間
と
の
閥
係
如
何
に
よ
一
り
て
は
遥
か
に
少
額
の
貨
幣
数
量
で
充
分
で
あ
る
。
然
る
に
資
本
形
成

以
後
の
過
程
洲
一
盟
関
日
時
一
明
H
一
日
一
勝
に
於
で
は
、
右
づ
綿
所
得
額
三

O
O草
位
の
八
割
に
営
三
一
四

O
草
位
が
現
金
通
貨

と
し
て
消
焚
財
坐
産
企
誌
に
流
入
し
、
更
に
モ
れ
が
間
金
通
貨
忙
糊
形
し
た
る
後
、
共
の
中
の
一
二

O
単
位
が
資
本
財
生
産
企
業
に

間
金
遇
貨
に
上
る
取
引
額
は
一
四

O
草
位

支
掛
は
れ
る
。
又
貯
帯
せ
ら
れ
た
る
六

O
単
位
の
現
金
通
貨
は
、
銀
行
に
商
品
入
れ
ら
れ
て
預
金
通
貨
と
注
り
、
更
に
此
れ
が
新
資
本

同
川
の
時
入
に
充
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
其
の
額
は
新
資
本
財
を
利
用
す
る
企
業
が
新
資
本
財
生
産
企
業
た
り
や
否
ゃ
に
従
っ
て
具

る
で
あ
ら
う
。
何
れ
に
せ
よ
、
所
得
期
間
企
生
産
期
間
止
の
関
係
如
何
に
上
り
、
右
の
如
き
取
引
に
必
要
な
る
貨
幣
数
量
が
礎
化
す

可
き
事
は
前
者
の
揚
合
と
異
ら
註
い
。

然
ら
ば
雨
生
南
部
門
に
於
け
る
生
産
段
階
を
考
慮
に
入
札
た
る
場
合
は
如
何
に
な
る
か
。
前
惑
の
如
く
に
生
産
段
階
を
三
っ
と
す

れ
ば
、
資
本
財
生
産
の
若
手
よ
り
資
本
財
利
用
白
影
響
が
現
は
れ
議
す
迄
に
は
六
つ
の
生
産
矧
聞
を
経
過
せ
ね
ば
左
ら
や
、
従
っ
て

資
本
財
生
庵
清
手
前
白
期
間
と
そ
れ
よ
り
六
明
後
の
期
間
と
が
比
較
せ
ら
れ
ね
ば
左
ら
ぬ
。
而
し
て
貨
幣
需
要
は
一
般
に
、
生
産
段

階
放
の
増
加
印
ち
企
業
の
垂
直
的
分
割
の
大
友
ゐ
程
た
き
く
、
殊
に

UM
金
通
貨
の
需
要
が
大
な
る
も
白
で

b
っ
て
、
今
此
れ
を
数
字

に
よ
っ
て
説
明
す
る
事
は
徐
り
に
も
煩
雑
在
る
故
、

一
膝
省
略
す
る
事
と
し
た
い
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
資
本

M
D
生
産
利
用
の
遁
叩
併
に
於
て
、
原
則
と
し
て
原
傭
の
増
加
が
あ
り
従
っ
て
所
得
総
額
の
増
大
主
見
る
も
の
で

あ
る
が
、
斯
か
る
所
得
の
げ
去
に
用
ひ
ら
る
る
現
金
通
貨
は
鴻
て
銀
行
信
用
に
よ
っ
て
供
給
せ
ら
れ
る
。
又
所
得
の
支
自
に
よ
っ
て

現
金
通
貨
が
消
費
財
生
産
部
門
の
企
業
主
抑
制
て
銀
行
忙
還
流
す
る
た
ら
ぽ
、
砲
に
叉
銀
行
信
用
が
成
立
す
可
く
、
雨
生
産
部
門
の
企
)



業
聞
及
び
同
一
生
産
部
門
内
の
垂
直
的
段
階
の
間
に
支
協
は
る
る
も
の
は
、
斯
く
し
て
成
立
し
た
る
銀
行
信
用
即
ち
預
金
通
貨
で
あ

る
c

更
に
所
得
の
一
部
が
貯
荷
せ
ら
れ
銀
行
に
刷
出
入
れ
ら
れ
る
た
ら
ば
、
此
れ
に
よ
ヴ
て
、
新
資
本
財
の
附
入
忙
用
ひ
ら
る
可
雪
銀

行
信
用
の
基
礎
が
興
へ
ち
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
凡
モ
資
本
形
成
の
筋
め
に
必
要
た
る
貨
幣
は
線
て
銀
行
信
附
在
る
事
が
知
ら
れ
ろ
で

あ
ら
う
。
而
し
て
斯
か
る
銀
行
信
用
は
そ
の
成
立
の
由
来
忙
基
い
て
、
形
式
上
知
期
長
期
の
匹
別
が
生
じ
、
此
の
院
別
に
感
じ
て
信

問
の
用
途
が
規
定
せ
ら
れ
る
。
例
へ
ば
資
本
財
及
び
消
失
財
の
雨
生
前
一
部
門
聞
に
於
て
、
或
は
生
産
の
一
垂
直
的
段
階
の
聞
に
於
て
、

資
金
の
還
流
が
断
続
す
る
が
如
昔
揚
合

ιは
専
ら
続
期
の
信
川
が
利
用
せ
ら
る
可
く
、
資
本
設
備
の
調
建
の
如
き
は
長
期
信
用
の
利

同
せ
ら
る
る
典
型
的
在
例
で
あ
る
の
然
し
乍
ら
此
等
の
相
異
る
銀
行
信
用
の
問
に
は
本
質
的
た
る
相
違
が
存
す
る
も
の
で
は
在
〈
、

此
の
故
江
資
本
形
成
忙
と
っ
て
の
銀
行
信
用
の
決
定
的
危
重
要
性
が
担
調
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五

結

首

以
上
、
私
は
資
本
財
の
形
成
及
び
利
用
過
程
を
分
析
す
る
と
共
に
、
そ
れ
が
雇
傭
及
び
所
得
の
増
加
と
如
何
に
開
明
す
る
か
従
っ

て
生
産
増
加
に
如
何
在
る
影
響
を
及
ぽ
す
可
き
か
を
閲
読
し
、
併
せ
て
-
資
本
形
成
ー
と
貨
幣
需
要
と
の
関
係
を
考
接
し
た
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
此
れ
が
主
た
る
目
的
は
、
資
本
の
本
質
が
物
財
た
る
資
本
財
に
存
ず
る
の
で
危
ぐ
又
貨
幣
そ
の
も
の
に
も
存
ず
る
の
で
は

友
く
、
生
産
諸
嬰
宗
主
企
業
家
の
一
許
に
結
合
せ
し
め
て
生
産
に
新
ら
し
き
方
向
を
典
へ
る
事
に
存
ず
る
の
で
る
る
が
、
而
も
此
白
金

f却
治
家
た
る
や
、
消
焚
対
生
産
部
門
の
企
業
家
で
は
た
く
資
本
財
生
産
部
門
の
企
業
家
で
一
往
け
れ
ば
た
ら
ね
所
以
を
明
ら
か
に
す
る
事

で
あ
っ
た
。
而
し
て
又
、
斯
か
る
意
味
で
の
資
本
形
成
が
如
何
な
る
縄
問
れ
を
辿
る
可
告
か
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

卸
ち
先
づ
、
一
定
例
位
量
の
貯
蓄
の
形
成
に
よ
っ
て
、
泊
費
財
生
売
部
門
の
生
苛
諸
要
素
が
資
本
財
生
産
部
門
忙
如
何
程
集
中
せ

ら
れ
る
か
を
見
る
矯
め
に
、
教
的
註
表
現
主
計
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
共
の
数
字
が
多
少
共
窓
定
的
に
決
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
敢
に
、

資
本
形
成
過
程
の
分
析
、
と
貨
幣
需
要

第
五
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六
巻
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第
五
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資
本
形
成
過
程
の
分
析
γ

と
貨
幣
需
要

第
五
十
六
巻

五
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資
本
財
産
業
部
門
の
膨
脹
程
度
主
正
確
に
示
し
得
ゐ
も
の
で
は
な
く
、
又
技
術
的
に
定
め
ら
る
可
昔
各
生
産
部
門
に
被
け
る
資
本
集

約
度
が
全
然
無
叫
せ
ら
れ
て
ゐ
る
矯
め
に
、
資
本
財
及
び
勢
働
力
の
如
何
た
る
割
合
が
資
本
財
生
産
部
門
忙
移
行
す
ペ
昔
か
と
云
ふ

事
も
示
さ
れ
て
ゐ
た
い
り
で
あ
る
が
、
大
躍
に
於
て
、
一
定
の
貯
蓄
に
某
〈
資
本
財
の
形
成
に
際
し
て
、
資
本
財
生
産
部
門
が
如
何

程
膨
脹
す
る
か
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
又
此
れ
に
よ
っ
て
、
府
蓄
に
よ
る
資
本
形
成
に
於
て
は
、
資
本
の
形
成
そ
の
も
の
は
雇
傭

長
及
び
所
得
額
に
影
響
を
奥
へ
ιな
い
が
、
共
の
結
果
現
象
と

L
τ
即
ち
資
本
財
の
利
用
過
耗

ι於
て
、
鹿
傭
及
び
所
得
の
増
夫
を
件

/
 

ふ
可
雪
事
が
明
ら
か
に
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
又
更
に
各
生
海
部
門
に
於
け
る
生
産
一
段
階
hr
考
慮
に
入
る
れ
ば
、
資
本
形
成
の
一
屈
伸
所
得

t

及
び
生
産
増
加
に
及
げ
は
ず
完
全
友
放
果
は
、
時
々
生
産
段
階
段
の
二
倍
に
蛍
る
教
生
盛
期
間
白
後
に
、
初
め
て
寅
現
せ
ら
る
可
き
事

が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

突
に
は
、
資
本
形
成
の
他
白
一
一
則
取
る
、
資
本
財
に
封
ず
る
需
要
増
加
よ
り
初
主
る
資
本
形
成
過
程
を
考
察
し
た
の
で
あ
る
ロ
而

し
て
共
底
で
は
右
と
は
逆
k
v
雇
傭
及
び
所
得
の
増
加
と
資
本
財
生
産
高
止
の
閥
係
よ
り
雨
生
産
部
門
の
大
雪
さ
が
推
定
せ
ら
れ
た

の
で
あ
り
、
総
づ
て
ケ
イ
Y
ズ
の
乗
数
理
論

ι合
致
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
揚
合
の
資
本
形
成
と
雇
傭
及
び
所
得
と
の
閥
係

経
済
期
間
の
一
級
投
資
ム
」
究
桜
山
田
胆
傭
量
及
び
所
得
量
が
問
題
と
せ
ら
れ
居
る
事
を
注
意
せ
ね
ば
在
ら
ね
。
而
し
で
最

に
於
て
は

後
民
、
資
本
形
成
と
貨
幣
需
要
を
問
題
と
し
た
の
は
、
資
本
の
形
成
と
貨
幣
資
本
の
形
成
と
の
匝
別
を
明
ら
か
に
せ
ん
が
潟
め
で
あ

呂
が
、
此
れ
に
よ
っ
て
も
、
銀
行
信
用
の
資
本
形
成
に
と
り
で
如
何
に
重
要
た
る
か
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

山
川
右
白
分
析
は
、
白
夜
的
貯
蓄
に
某
〈
資
本
の
形
成
過
程
に
貰
賠
が
世
か
れ
、
従
つ
で
中
立
貨
幣
論
的
た
臭
味
を
持
つ
も
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
数
字
に
よ
っ
て
表
現
せ
ら
れ
た
る
車
位
教
が
債
依
量
を
示
し
、
そ
れ
を
明
確
に
認
識
す
る
に
は
物
債
の
鐙
動
が
織
込

ま
れ
ざ
る
事
が
問
主
主
し
い
鴻
ち
で
あ
る
n

勿
論
信
用
創
浩
に
初
土
る
資
本
形
成
過
程
の
分
析
は
、
例
へ
ぽ
所
得
用
位
を
賢
-
質
斯
得
と

解
す
る
v

事
に
よ
っ
て
、
此
れ
を
援
用
し
得
ざ
る
誇
で
も
な
い
が
、
寧
ろ
そ
れ
は
別
個
の
研
賞
に
委
ね
ら
る
可
雪
で
あ
る
。




